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１．はじめに 

 信州大学では、平成 23 年度から改訂された新カリキュラムにより、全学教育機構

の健康科学教育部門と、健康安全センターが共同で必修科目「健康科学理論と実践」

を開講している。これは、全新入生に健康を維持増進するための理論と実践を統一的

に学ばせるという、画期的な内容となっている。その中で、現在の学生自身の体力を

自覚してもらうことを目的に、全学生（約 2000 名）の体力測定を行い、その上で、

ウォーキングやエクササイズの方法などを具体的に示すことにより、学生の体力向上

と運動習慣の獲得を目指している。これまで、信州大学の学生の体力問題は、データ

がなく、健康診断の結果から憶測することしかできなかった。これに対し、今年から

の取り組みによって、全学生の体力測定のデータを得ることができるようになった。

この取り組みにより、学生の体力測定の結果をデータとして蓄積し、今後の学生の体

力向上のための基礎的データとするとともに、授業内容の改善や、更なるカリキュラ

ムの改訂への指針を得ることが可能となると考える。 
そこで、今回のデータを一覧として報告するとともに、全国平均と比較し信大生の体

力の特徴を明らかにするとともに、今後のデータ蓄積の先駆けとなることを目的とす

る。 
 
２．方法 

 測定項目は、身長、体重、座高、握力、長座体前屈、状態起こし、反復横跳び、20m
シャトルラン、50m 走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ、の 11 種目であった。すべ

ての測定は、文部科学省発行の実施要項に沿って実施した。測定場所は信州大学松本

キャンパスの第１、第２体育館と野球場であった。データ数は、1286 名（男子 832
名、女子 454 名）である。測定時期は前期の最初（４月）と中間（６月）、後期の最

初（１０月）と中間（１２月）の４回であった。ただし、前期の最初のデータは、ま
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だ読み込みシステムが稼働せず、４分の１（約５００人）のデータは今回対象とでき

ていない。また読み取りエラーや記入ミスがあり、今回の分析データは全１年生の約

６０％となっている。 
 なお、今回は体力測定を開始したばかりであるので統計処理を行わず、傾向のみの

検討とした。３年から５年をめどにデータを蓄積し、その後に統計的な分析を行う予

定である。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

３．結果 

結果は表の様であった。全体の値は概ね全国平均値と同じような値であった。しか

し特に特徴的なのは、男女ともにおいて、教育学部の多くの項目の測定結果の値がほ

ぼすべて他の学部より良い値を示していることである。これは教育学部の生涯スポー
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ツ課程や保健体育課程の体育の学生が成績を押し上げていると考えられる。体格的に

は男子では、農学部の体重（62.6kg）、座高(92.3cm)が低めてである、また医学部は

握力(40.5kg)、長座体前屈(47.9cm)も低い傾向がある。女子では、人文学部の身長

(156.5cm)、体重(50.2kg)ともに低めである。 
 
４．考察 

文部科学省における体力測定の全国値と比較すると、男子において、反復横跳びの

み良い値（５７回）であった。女子においては、長座体前屈（48.8cm）、反復横跳び

（47.7 回）、シャトルラン（50.6 回）、ハンドボール投げ（13.07m）が良い値であっ

た。だだし、今回は検定を行っていないので、これが真に高い能力を表しているのは

判定できない。 
 今後は、データを蓄積し、年度別の比較を実施する。また、学部間、特に体育系課

程（教育学部学校教育養成課程体育コースならびに生涯スポーツ課程）の学生に多く

見られる、運動歴や運動実施状況の影響についても検討して行く。これらのことから、

授業内容の改善のみならず、課外活動に対しても有益な基礎資料の提供に繋がるもの

と考えている。 
 
５．まとめ 

本稿は、今年度初めて実施した、必修科目「健康科学理論と実践」の授業のなかで

行った新入生全員への体力測定の結果を公表するものである。今年度からの試みであ

るので、まだデータの量は少ないが、今後継続的に体力測定を行うことにより、信州

大学の入学生の体力特性が明らかになると思われる。その結果、共通教育で行う体育

のカリキュラムの方向性や、高年次での体育の樹上のあり方などの方向性をえること

が可能にあると思われる。本論文はその先駆けとなる論文であり、今後の発展の可能

性を示すものである。 
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信州大学では、平成 23 年度から改訂された新カリキュラムにより、全学教育機構

の健康科学教育部門と、健康安全センターが共同で必修科目「健康科学理論と実践」

を開講している。その中で、現在の学生自身の体力を自覚してもらうことを目的に、

全学生（約 2000 名）の体力測定を行い、その上で、ウォーキングやエクササイズの方

法などを具体的に示すことにより、学生の体力向上と運動習慣の獲得を目指している。

これまで、信州大学の学生の体力問題は、データがなく、健康診断の結果から憶測す

ることしかできなかった。これに対し、今年からの取り組みによって、全学生の体力

測定のデータを得ることができるようになった。これにより、学生の体力測定の結果

をまとめ、今後の学生の体力向上のための基礎的データとするとともに、授業内容の

改善や、更なるカリキュラムの改訂への指針を得ることが可能となると考える。 
 測定項目は、身長、体重、座高、握力、長座体前屈、状態起こし、反復横跳び、

20m シャトルラン、50m 走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ、の 11 種目であった。

すべての測定は、文部科学省発行の実施要項に沿って実施した。現時点での測定およ

びデータ取りまとめ終了人数は、1286 名（男子 832 名、女子 454 名）である。これは、

全新入生の約 60%に相当する。 
 本論文は、今年度初めて実施した、必修科目「健康科学理論と実践」の授業のなか

で行った新入生全員への体力測定の結果を公表するものである。今年度からの試みで

あるので、まだデータの量は少ないが、今後継続的に体力測定を行うことにより、信

州大学の入学生の体力特性が明らかになると思われる。その結果、共通教育で行う体

育のカリキュラムの方向性や、高年次での体育の樹上のあり方などの方向性をえるこ

とが可能にあると思われる。本論文はその先駆けとなる論文であり、今後の発展の可

能性を示すものである。 

 
 


